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保健所における精神障害者家族教室
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　保健所における精神障害者の家族のための教育，いわゆる家族教室の実施の頻度とその内容，問題点など

を明らかにするために，全国の852保健所を対象として郵送法による質問紙調査を行った。有効回答のあっ

た742保健所のうち約7割で家族に対する教育的プログラムを行っていた。一定の構造化された家族教室で

は保健婦，精神保健（福祉）相談員，外部講師などがスタッフとして関わり，スタッフの研修では精神保健

（福祉）センターや全国精神障害者家族会連合会が大きな役割を果たしていた。今後の保健所における家族

教室の発展のためには，1) 研修会や出版物による情報の伝達，2) 精神保健福祉相談員や専門の保健婦など

のスタッフの確保，3) 予算の獲得が必要と考えられた。家族教室のさらなる発展は保健所の機能強化のた

めにも重要と思われる。
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